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『 笠岡地区まちづくり協議会 』 
 

事務所：笠岡市笠岡２６２７番地  

「井戸会館」内  

 電 話：６３－５９４９ 

 Ｆａｘ：７５－０１０１ 

E-mail：zukuri2@mx1.kcv.ne.jp 

 開館日：月･水･金曜日１４時～１７時 

 

 

 

 
 

『
さ
よ
う
な
ら
２
０
２
２
年
』 

 

今
年
７
月
に
実
施
し
た
中
学
生
２
０
０
人
ア
ン
ケ

ー
ト
、
い
く
つ
か
の
設
問
の
中
で
「
住
み
続
け
た
い
」

理
由
と
し
て
「
地
域
が
平
和
」
と
い
っ
た
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。
私
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
一
番
の 

 
 
 

要
で
あ
り
、
生
活
の
原
点
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

新
型
コ
ロ
ナ
が
出
現
し
て
以
来
、
地
域
活
動
に
大
き

く
影
を
落
と
し
、
徐
々
に
回
復
の
兆
し
が
見
え
て
来
ま

し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
油
断
は
で
き
な
い
よ
う
で
す
。 

地
域
社
会
は
自
助
・
共
助
の
精
神
の
下
、
住
み
や
す

い
町
を
目
指
し
な
が
ら
歳
月
を
か
け
て
今
日
に
至
っ

て
お
り
、
未
来
へ
と
繋
が
っ
て
行
き
ま
す
が
、
私
共
の

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
も
そ
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
中
、
６
月
に
は
３
年
ぶ
り
に
総
会
を
開
催

さ
せ
て
頂
き
、
地
域
社
会
に
お
け
る
絆
の
大
切
さ
を
改

め
て
感
じ
た
次
第
で
す
。 

そ
し
て
、
今
年
は
市
制
施
行
７
０
周
年
と
い
う
節
目

を
迎
え
、
各
地
域
で
色
々
な
記
念
行
事
が
行
わ
れ
て
来

ま
し
た
が
、
笠
岡
小
さ
な
映
画
館
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
５
月
と
１０
月
に
「
笠
岡
発
見
ミ
ニ
映
画
祭
」
を
開

催
し
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
映
画
上
映
会
を
通
じ
て
笠
岡

の
魅
力
を
再
発
見
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
駅
前
コ
ラ
ボ
ｉ
ｎ
笠
岡
も
年
末
の
点
灯
式
に

向
か
っ
て
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
が
本
格
化
し

ま
す
。
各
高
校
で
は
急
ピ
ッ
チ
で
制
作
が
進
ん
で
お
り

皆
様
の
温
か
い
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

と
こ
ろ
で
、
来
年
の
干
支
は
「
癸
（
み
ず
の
と
）
卯

（
う
）」
家
内
安
全
・
飛
躍
・
向
上
の
意
味
が
あ
る
と
か
。 

 

本
当
に
良
い
年
に
な
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。
会
長 

自助 

共助 公助 

☆笠岡小さな映画館プロジェクト 
〇定例映画会 １２月４日(日) 

   午前１０時から 
☆駅前コラボｉｎ笠岡 
 〇クリスマスイルミ点灯式 
 １２月１７日(土)午後５時～ 

☆１２月２９日から１月３日まで 

  年末年始のため休館します。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編 集 後 記 

２０２２年最後の会報になりました。 

一年を振り返ってみると、やはり新型コロ

ナの影響が大きく、変異を重ねながら私たち

の生活を脅かしています。マスクの着用・手

指の消毒等基本的な感染対策に努めて元気な

体で新しい年を迎えましょう。  Ｉ・Ｍ 

「笠岡市防災訓練を実施」 

１１月６日、笠岡小学校において防災関係者約４００名が 

参加し、自主防災組織による避難所の運営、消防団の救出救 

助・心肺蘇生訓練、災害救助犬のデモンストレーションなど 

が行われました。 

 笠岡市では、有事に備えて自主的な避難所の運営を目指し 

各地域に組織されている自主防災会が連携した訓練を毎年実 

施しており、今年は中央ブロック(笠岡・富岡・番町・今井 

新横島・緑町)が参加して、本番さながらに避難所の開設・ 

避難者の誘導・避難用テントの設置などに取り組みました。 

 

 

 

☆ 令和４年火災発生状況 【 笠岡消防署 】 

１０月末現在  (  )内は３年中 

笠岡市     ３３ 件  (２６件 ) 

うち笠岡     １ 件 ( ０件 ) 

建物火災    １ 件 ( ０件 ) 

林野火災    ０ 件 ( ０件 ) 

その他火災   ０ 件 ( ０件 ) 

☆火災予防全国統一防火標語 

『おでかけは マスク 戸締り 火の用心』 

敷島紡績は明治２７年８月に笠岡紡績として開業、当時の従業員は約６００人で、そのうち約５０

０人が女工さんでした。そののち明治４２年に福島紡績となり、さらに社会経済情勢が変動するなか、

昭和１７年に敷島紡績笠岡工場と改称しました。創業以来綿花を原料とした撚糸や細糸、高級メリヤ

スを製造し、終戦後の２５・２６年には、朝鮮動乱で特需景気にわきフル操業が続いた時代もありま

したが、昭和５０年頃から綿糸は不況になり、アクリル繊維や安い外国製品におされて昭和５３年３

月２５日に工場は閉鎖となりました。        

この写真は、笠岡駅の東にあった八軒屋第２踏切を渡っている親子連れ、工場の看板は「福島紡績

笠岡工場」の文字が見えます。また、右の奥には陸橋が写っており本当に懐かしい貴重な写真です。 

参考文献：笠岡史談２０号「敷紡笠岡工場」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                              昭和初期の写真 

                                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

ダンボールベッドの組み立て 


